様式３
身体障害者等社会参加促進功労者推薦調書
	 （ふりがな）
  氏　  　名
	
	性別
	男

・

女
	生年月日
	 　    年   月   日生
       （満      歳）

	  職    　業
	
	 その他の職
	

	  現住所
	

	  障害の状況
	 障害の種類
(身体障害者
 の場合は等級
 の対象となっ
 た障害)
	
	身体障害の
等級又は療
育手帳に記
載された障
害の程度
	
	障害発生
（判定）
年 月 日
	明
大　　 年　　月　　日
昭

	  功績内容
	 ＜その他特記事項＞

	都道府県市及び

中央団体の推薦理由
	

	  賞罰歴
	


（記載事項）
１　調書の作成に当たっては、誤読のないよう書体に留意すること。特に氏名については、略
字を用いず戸籍どおり正確かつ、明瞭に記載するとともに「ふりがな」を付すこと。
２  職業は、生業となっているものを具体的に記載すること。
３　その他の職は、職業とならないものであって社会福祉分野での主要役職の肩書となるもの
を記載すること。
４　「障害の状況」の「障害の種類」欄には、身体障害の等級の認定対象となった障害又は知
的障害のいずれかを記載すること。また、「障害発生（判定）年月日」欄は、重複障害者である身体障害者にあっては、主たる障害の発生の時期、知的障害者にあっては、療育手帳に記載された障害の程度が判定された時期を記載すること。
５  功績内容は、社会参加促進功労者としての功績内容がよく分かるよう、詳細に要領よく箇
条書きすること。また、要綱第３の２の（２）に基づく推薦の場合には、全国的又は広域的な規模で貢献していることがわかるように記載すること。なお、文言に修飾は必要でないこと。
６　具体的功績については、別紙として詳細なもの（具体的功績内容、図書、新聞記事等）を
必ず添付すること。
７　都道府県市及び中央団体の推薦理由は、具体的に記入すること。
８　賞罰歴は、表彰等期日の順序に従い記入すること。

